
木もれ日の向こうに美しい本堂の佇まい

浄瑠璃寺医王山
養珠院

仏手石・仏足石・仏手花判とべ温泉 湯砥里館（ゆとりかん）

境内の仏手石には、知恵や技
能のご利益があり、文筆業の人
の参拝が多い。健脚や交通安
全にご利益のある仏足石は、素
足になりこの上に立って祈願す
る。また、心身堅固と文筆達成
に霊験あらたかといわれてい
る仏手花判もある。ほかに、知
恵、財宝、音楽にご利益のある
一願弁天も祀られている。

籾大師（もみだいし）

緑豊かな境内に堂 と々そびえ立
つのは、樹齢約1000年の伊吹
柏槙の大木。この木は弘法大
師が加持したと伝えられてお
り、松山市の天然記念物に指
定されている。その根元には、
延命・豊作にご利益があるとい
われている「籾大師」が鎮座す
る。そのため、いつの時代も多く
の人 か々ら信仰を集めている。

良質なナトリウム泉で入浴後は
肌がスベスベになる「美人の
湯」と評判。超音波風呂、気泡
風呂、サウナ、水風呂の4種の風
呂を楽しめる。高台にあって眺
めがよく、開放感たっぷり。また、
浴室には春秋窯の工藤省治氏
が砥部の山や瀬戸内海の波を
イメージしてデザイン・絵付けし
た陶壁画が飾られている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県伊予郡砥部町宮内1902-3
浄瑠璃寺から西へ約5Km
089・962・7200
10：00～22：00（札止21：30）
毎月1・20日（土・日曜、祝日の場合は翌日）
大人500円

休

第46番 浄瑠璃寺
●愛媛県松山市浄瑠璃町282
☎089-963-0279 
●宿坊／なし

第47番 八坂寺
●愛媛県松山市浄瑠璃町八坂773 
☎089-963-0271 
●宿坊／なし

　和銅元年（７０８）、奈良の大仏開眼に先
だって、仏教を布教するために伊予国を旅して
いた行基が、この地を仏教流布の最適地と確
信して伽藍を建立。この時、自ら本尊の薬師如
来や脇仏の日光・月光菩薩像、十二将神像を
刻んで安置した。寺号は薬師如来のいる場所
が瑠璃光浄土ということ、薬師如来の別名が
瑠璃光如来ということに由来する。大同２年（８
０７）には弘法大師もこの寺を訪れ堂宇を創建
し、第46番に定めた。戦国時代には荒廃・中興
をくり返し、江戸時代には山火事が原因で、本
尊、脇仏を除くほとんどの寺宝、伽藍を焼失。
現在の堂宇は天明５年（１７８５）に再建された
ものである。

　さまざまなご利益があるといわれる浄瑠璃
寺。境内を入ってすぐの場所に仏手石があ
り、その向こうには樹齢約１０００年の「伊吹
柏槙（いぶきびゃくしん）」と呼ばれる大木が
ある。この木は松山市の天然記念物に指定
されている。
　本堂の手前には、お釈迦様が法華経など
を説いた霊鷲山の石を埋め込んだという説
法石がある。本堂は、天明５年（１７８５）に再
建されたもの。その向かって右側には、古色
蒼然とした大師堂が佇む。
　また、左側には、仏足石や仏手花判（ほと
けの指紋）があり、多くのお遍路さんがお参
りしている。
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いおうざん　ようじゅいん　じょうるりじ

仏の心に触れご利益に恵まれる寺

御詠歌／ごくらくのじょうるり世界た
くらえばうくる苦楽はむくいならまし
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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石段を上ると、並木の正面に本堂がある

➡

料

大師
堂本堂

池納経所

説法石

籾大師
伊吹柏槙

仏手花判

一願弁天

仏
手
石

仏足石

鐘

所

判判
手水舎



20
7

20
7

20
7

20
7

19
4

19
4

19
4

23

23

40

40

19
3

19
3

50

サ
ッ
カ
ー

ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム

愛
媛
県
総
合
運
動
公
園

え ひ め こ ど も の 城

愛
媛
県
総
合
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー

ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム

え ひ め こ ど も の 城

久 谷 大 橋

松
山
自
動
車
道

重
　
　
信
　
　
川

内
川

御 坂
川

西 大 池

え
ば
ら
湖

養
下
池

西
林
寺

西
林
寺

さ
い
り
ん
じ

さ
い
り
ん
じ

杖
ノ
淵

杖
ノ
淵

じ
ょ
う
の
ふ
ち

じ
ょ
う
の
ふ
ち

杖
ノ
淵
公
園

杖
ノ
淵
公
園

至
、松
山
Ｉ
Ｃ

至
、松
山
Ｉ
Ｃ

☞

☞
至
、川
内
Ｉ
Ｃ

至
、川
内
Ｉ
Ｃ

札
始
大
師
堂

札
始
大
師
堂

ふ
だ
は
じ
め
た
い
し
ど
う

ふ
だ
は
じ
め
た
い
し
ど
う

金
澤
整
形
外
科

金
澤
整
形
外
科

県
立
医
療
技
術
大
学

県
立
医
療
技
術
大
学

荏
原
小
学
校

荏
原
小
学
校

上
野
町
今
市
公
園

上
野
町
今
市
公
園

重
信
川
河
川
敷

重
信
川
河
川
敷

東
明
病
院

東
明
病
院

Ａ
コ
ー
プ

Ａ
コ
ー
プ

荏
原
城

荏
原
城

恵
原
公
園

恵
原
公
園 文
殊
院

文
殊
院

も
ん
じ
ゅ
い
ん

も
ん
じ
ゅ
い
ん

南
消
防
署
久
谷
救
急
出
張
所

南
消
防
署
久
谷
救
急
出
張
所

久
谷
中
学
校

久
谷
中
学
校

浄
瑠
璃
公
園

浄
瑠
璃
公
園

長
珍
屋

長
珍
屋

浄
瑠
璃
寺

浄
瑠
璃
寺

じ
ょ
う
る
り
じ

じ
ょ
う
る
り
じ

八
坂
寺

八
坂
寺

や
さ
か
じ

や
さ
か
じ

10
0

10
0

20
0

20
0

30
0

た
か
い
公
園

た
か
い
公
園

高
尾
田

新
田

今
市

広
瀬

須
先

下
沖

新
張

岡
本

矢
谷政
友

町
組

六
丁

上
沖

三
本
木

出
作

西 野 町

上 野 町

恵 原 町

小 村 町

上 川 原 町

大 橋 町

南 高 井 町

浄 瑠 璃 町

東 方 町

中 野 町

高 井 町

津 吉 町

南
野
田

浮
穴
小
学
校

浮
穴
小
学
校

松 山 市

東 温 市

砥
部
町

48

46

47

第
46
番
　
浄
瑠
璃
寺
　
　
第
47
番
　
八
坂
寺

信
号

警
察
署

消
防
署

交
番

郵
便
局

神
社

寺
院

縮
尺
= 
1：
17
,0
00

10
00
m

0

0.
9k
m
　
※
赤
い
点
線
は
遍
路
道
の
一
例
で
す

長
珍
屋

08
9-
96
3-
02
80

1へ
ん
ろ
み
ち
周
辺
の
宿
泊
施
設

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、同
院
発

行
の
数
値
地
図
(国
土
基
本
情
報
)電
子
国
土
基
本
図
(地
図
情
報
)及
び
数
値
地

図
(国
土
基
本
情
報
)電
子
国
土
基
本
図
(地
名
情
報
)を
使
用
し
た
。

（
承
認
番
号
　
平
28
情
使
、 
第
11
32
号
）」

各
札
所
の
マ
ッ
プ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
 w
w
w
.s
ei
ch
iju
nr
ei
-s
hi
ko
ku
he
nr
o.
jp


